















































































































































































































































































































































































































































































































































































































4巻5号 田中 虚脱療i去と一門結核病集 379
　流血量の減少に対州して氣管支動脈流血量の増大を示すも
　のとし，大動脈脈血循環量の増加が結核古集に対し好影響
　を及ぼすものと結論している。
』　血轡変化についてはPagel－Sonimerfeld13）によると血
　暫’増加及び充血とこおとともに挙々に起る貧血，更に注目
すざき所見と←増殖性動脈内膜炎をあげτいる・…翻も
　氣胸丁田の比較的大きな動脈に噌．殖性動脈内膜炎を認め，
　　　氣胸施行5箇刀目では殆ど．閉塞状を示すものがあった。
．また虚腕肺は対照よりも貧血性で．あるとはいい難くむしろ
　充血が対照よりやや強いようである。しかし軍なる」．牧の
　組織標本で氣管支動脈と肺動脈の正催なる鑑別は出向なか
　つた．のは泄憾である。
　　　要するに虚脱肺の治癒強陣は局所的安輝と貧血
　性酸素欠乏が結核菌そのるのの発育を阻止すると
　　いう考え方と結核三災に対する動賑血．の供給二二
　引v、ては論集細胞の活性化によるという考え方が
　　　　　　　　　　　り　　ある。軍なる肉眼的及び組織学的標本から決定を
　下し難いが，結核菌め性状所見から推量して両者
　の作用機序の相乗によるものと考えられるが，著
　者は寧ろ細胞に対する作用を璽要覗し度い。
結 論
　　1）直達的感染法により10の家兎に肺結核を惹
起せ’しめ，その工数に感染1箇月後より人工氣胸
を行い，他．を対照とし，1～5箇月間．の経過を観察
した。
　　2）経過中の「ツ」反慮，珍重，X線所見は対
照との闇に殆ど差異を認めな．い。
　　3）　．しか．し剖槍及び組織学的所見からすると肺
病変は対照に比較して明かに減弱し，顯著な治癒
傾向を確めることが出面た。
　　4）治癒の組織像は化学療法によるもQとの聞
に質的差異を認めない。しかし結核菌の消長は明
かに異なるよ．うである。このことは作用機縛の差
異．を意味するものと思われる。また紐織学的に虚
晩肺には著明な増殖性動脈内膜炎を認めるととが
出來る。
　　5）人工氣胸による治癒的効果は結核菌自体に
対する直接的作用Jl［り寧ろ病集細胞に対する作用
を重要回し度V・。　　　　　　　（昭和28，8．21受付）
Summary
　　　　1）　Five　rabbits　were　injected　with　human　tuberclg　bacilli　directly　into　the　lung　being
follo　wed　by　subjecting　to　artificial　pneumothorax　therapy　one　month　after　the　inoculation，
and　were　examined　clinically　and　pathologicallv　for　a　period　of　five　months，　and　were
compared　with　non－treated　controls．
　　　　2）　No　marded　difference　was　observed　between　the　tuberculin　reaktion，　body　weight
or　X－ray　finding　of　the　treated　animals　and　those　of　the　controls．
　　　　3）　However，　the　tuberculous　changes　of　the　lungs　of　the　treated　animals　were　less
severe　than　those　of　the　controls，　and　this　revealed　the　rnarked　tendency　of　healing，　from
．the　viewpoint　of　pathological　histology．
　　　　4）　The　histological　findings　indicated　that　no　qualitative　difference　was　observed
between　the　healing　process　of　the　eases　receiving　artificial　pneumotholax　and　that　of　the
cases　receivipg　chemotherapy，　except　for　a　marked　proliferative　endarteritis　observed　in
the　lungs　of　the　former．
　　　In　these　cases，　however，　disappearance　of　tubercle　bacilli　in　the　tuberculous　lesions
was　delayed　as　compared　with　that．　ih　the　case　of　chemotherapy，　and　this　may　suggest
that　there　is　a　difference　in　the　effecting　mechanism　betsveen　the　pneumothorax　and　those
of　the’　chemotherapy．　’
　　　　5）　lt　was　considered　that　the　healing　processes　were　brought　about　by　the　’effects
upon　the　tissues　of　foci，　but　not　by　the　direct　effects　upon　the　bacilli　themselves．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Aug．　21，　1953）
．
13）　Pagel－Sommerfeld：　Henke－Lubarsehs　Handb．2／3，　345，　CBerlin　1930）．
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晦
第2図　　氣胸開始後1箇月目：類上皮細胞の
　空泡形成による結節の疎性化が見られる。
第3図　第2図の対照：
　出性病集が見られる。
乾酪化の傾向の強い滲
「ぜ1聖酬
??「??????
第4図　氣胸開始後4箇月目：リンパ球暦の発
　育著明で類上皮細胞暦の編少目が強い。’
?????????
．1へ趣
」・擁鰍
・灘聾
???
第5図　　第5図の対照類上皮細胞の形成著明，1
また．リンパ球の渡i潤が強い。
・緒、、箋響陛野 麟麹ご「驚顕
第6図　氣胸開始後5箇月目：増殖性重力脈内
膜炎と周囲の痕跡的結核病臥を認める。
